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話
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の
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究
に
於
て
多
数
内
因
姉
な
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題
を
解
決
し
て
ゆ
く
上
に
、
魚
卵
や
稚
魚
に

関
す
る
知
識
が
貧
弱
乃
至
は
紋
除
し
て
い
る
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が
常
に
問
題
を
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決
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翻
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仕
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岡
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得
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す
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烈
卵
を
以
っ
た
雌
魚
よ
り
も
常
に
際
倒
的
に
多

数
で
あ
っ
た
o
更
に
舶
が
烈
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潟
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熟
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。
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れ
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よ
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す
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で
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。
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し
て
形
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た
一
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原
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ω
層
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凶
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縁
に
濃
縮
し
て
、
幾
ら
か

お
ー
た
い
岨
慌
を
形
成
す
る
。

の
で
あ
る
O

Ff-!IP--閣
ιの
様
に
卵
の
分
割
一
務
は
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般
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す
っ
か

b
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湿
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口
氏
等
に
依
っ
て
周
縁
質
と
締
せ
ら
れ
た
O

ハ開。
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2
3
此

の
時
期
ぷ
は
多
か
れ
少
な
か
れ
分
割
腔
が
形
成
さ
れ
る
o
こ
れ

は
内
部
の
割
球
が
中
央
の
距
盤
か
ら
脇
に
退
い
て
行
き
、
そ
の

た
め
に
小
腔
を
形
成
し
て
そ
の
小
院
が
念
法
に
大
き
く
な
る
た

め
生
ず
る
の
で
あ
る
口

嚢
凶
冠

第
五
分
割
及
び
そ
れ
以
後
の
卵
割
期
は
簡
間
半
に
泊
っ
て
符
く

こ
と
は
出
来
な
い
が
、
そ
の
遊
行
し
て
い
る
こ
と
は
、
刺
-
胞
の

脇
田
加
す
る
こ
主
に
よ
っ
て
も
、
府
北
医
穫
に
よ
く
似
た
ま
ん
丸
い

ド

1
ム
型
の
罷
佐
川
池
が
形
一
仇
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
判
定
出

来
る
o

ハ
盟
主
。
品
。
司
自
己
富
市
三
百
ふ
)
今
卒
、
細
胞
は
悩
別
式

L

れ
な
い
程
小
さ
く
成
る
o
第
五
分
割
期
起
の
経
過
は
大
陸
規
則

的
で
あ
る
と
い
う
事
に
注
意
寸
る
事
が
大
切
で
あ
る
o
従
っ
て

分
割
の
休
止
期

T
分
割
さ
れ
つ
k

あ
む
活
動
期
の
期
聞
を
観
察

す
る
こ
と
は
六
ケ
癒
し
い
o
分
割
出
か
次
第
に
大
台
く
成
不
結

果
巴
E
τ
ι
3
E
P
H
S
U
U
次
第
に
止
な
が
ひ
く
に
成
っ
て
来
る
υ

ハ
分
割
舵
が
大
き
く
成
る
結
呆
巴
E
S門

戸

2
E乙
凸
与
は
段
頭
型

に
成
る
こ
と
で
あ
る
〉
分
割
肘
が
大
合
く
な
る
に
つ
れ
て
巴

ga

g門
戸

Z
B色
凸
与
の
中
央
の
部
分
は
ハ
側
出
か
ん
巴
p
a
S
島
3
E乙

gHVを
見
る
と
ゾ
お
く
な
り
、
一
方
貯
訟
の
質
際
に
φ

め
る
場
所

を
一
訳
す
明
瞭
た
蒔
が
あ
ゐ
o
此
の
躍
は
卵
表
の
内
輔
が
起
っ
て
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い
る
線
を
示
し
て
を
り
、
叉
そ
の
動
物
極
側
の
底
(
小
剣
球
の

側
面
)
は
袋
一
胎
隠
を
示
し
て
い
る
0

(

此
の
納
長
く
卵
黄
h
T
取

り
袋
い
て
い
る
丸
い
型
島
正
し
た
隆
起
は
貯
環
と
い
ふ
〉
口
町
出
回
以

の
出
現
に
就
い
て
は
臨
循
が
形
成
そ
開
始
し
て
細
胞
の
民
い
部

分
そ
被
覆
し
て
行
く
o

受
精
町
二
コ
一
時
間
で
凶
循
の
正
中
陳
に
沿
う
て
肥
厚
が
見
ら

れ
、
こ
の
様
に
成
る
と
泌
休
の
「
り
ん
か
く
」
が
た
や
す
く
区

別
さ
れ
る
協
に
な
る
o

貯
循
の
前
蹴
部
分
に
あ
る
伍
環
は
移
動
安
始
め
遠
心
的
な
成

長
を
始
め
る
ハ
即
ち
卵
貨
を
被
覆
し
て
行
く
)

O

阪
韻
は
卵
ρ

赤
道
国
を
超
へ
て
蹟
が
っ
て
行
き
ハ
卵
資
や
被
覆
し
て
〉
受
精

后
約
三
八
時
間
で
伍
尾
端
に
集
ま
っ
て
来
る
。

陪
入
の
完
成
は
そ
れ
と
同
時
に
起
る
原
口
の
閉
鎖
に
よ
っ
て

特
徴
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
附
人
完
成
後
に
は
、
陪

孔
を
未
だ
合
ま
な
い
限
が
観
察
さ
れ
る
o
す
で
に
こ
の
と
守
援

連
し
つ
L
ゅ
の
る
脊
索
J
h
筋
聞
も
、
徴
か
に
識
別
す
る
と

E
が
出

来
る
o
休
の
後
の
部
分
は
筋
簡
の
泊
加
に
よ
っ
て
念
認
に
長
さ

を
陥
唱
し
、
肘
出
休
は
大
き
な
卵
誌
の
大
部
分
を
抱
く
が
如

r
環
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
卵
襲
の
上
に
は
色
素
細
胞
が
散
在
し
て

い
る
o
四
八
時
間
前
後
に
間
部
は
丸
〈
笑
雪
出
し
允
ご
つ
の
阿
棋

を
も
っ
て
子
た
い
形
に
な
る
o
よ
く
設
注
し
た
心
臓
は
故
防
を

開
始
し
限
体
の
間
観
的
な
用
動
が
見
ら
れ
る
o
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尾
部
が
延
長
し
て
卵
嚢
を
一
m
幽
す
る
同
加
に
な
る
と
臨
体
の
属

部
後
端
は
、
卵
震
か
ら
離
れ
る
口
此
の
時
分
に
け
踏
の
分
化
も

か
な
り
濯
み
、
叉
紳
腔
系
の
グ
原
基
hu

で
あ
る
斡
陛
管
も
た
や

す
く
溜
め
る
事
が
由
来
る
o
巨
体
の
背
部
に
泊
っ
て
黒
色
素
細

胞
が
培
加
す
る
o
泊
化
管
の
後
方
部
品
ヤ
固
い
摺
に
な
っ
て
現
は

れ
て
く
る
内
耳
や
胸
鰭
の
最
初
の
徴
候
が
職
別
さ
れ
る
o

瞬

化

前
日
明
に
述
べ
た
こ

ω
時
期
か
ら
勝
化
包
の
聞
は
巨
体
や
既
に

鼓
生
し
た
民
的
管
が
大
み
亡
く
な
る
だ
け
ヤ
そ
の
外
に
は
絞

A

提
出
来

る
騒
な
大
守
L
T
盟
牝
は
起
ら
な
い
o
m一
一
山
色
一
系
細
胞
は
一
一
層
朗
般

に
な
打
昆
部
め
認
動
は
非
常
に
強
く
な
る
o
此
の
尾
部
の
簿
動

が
卵
殻
に
附
泊
し
て
ゐ
る
頭
部
に
迄
博
ヘ
ら
れ
る
様
に
見
え

る
o
此
の
践
に
し
て
頭
部
が
湾
問
即
す
る
た
此
受
精
後
約
六

0
時

間
ば
か
り
で
卵
肢
に
亀
裂
が
現
れ
、
そ
の
一
時
間
后
に
匹
慨
は

附
化
1

て
稚
魚
と
な
る
o

稚

魚

卵
貨
と
泊
伐
の
話
人
-
稚
魚
は
水
山
内
申
羽
田
に
ひ
っ
く
り
返
へ
っ

て
力
な
く
、
作
ん
で
い
る
》
毘
郡
山
F

運
動
L
よ
っ
て
稚
魚
は
泳
ざ

ま
わ
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
そ
の
昆
都
の
濯
耐
を
停
止
す
る
と

稚
魚
は
一
作
び
水
の
表
面
に
浮
ん
で
来
る
口

稚
魚
は
瞬
化
泊
約
七
時
間
で
す
っ
か
り
動
一
三
ヱ
わ
ゐ
ご
と
が

出
来
る
擦
に
た
る
。
然
し
、
普
通
は
水
一
出
廷
〈
種
々
の
深
さ
の

所
に
静
止
し
て
い
る
。

稚
魚
の
卒
均
体
長
は
凶
・

8
目
白
で
る
る
o
一
一
一
六
時
間
ま
で
の

稚
魚
で
は
関
口
の
徴
候
は
見
ら
れ
な
か
っ
、
た
o
稚
魚
の
体
長
は

尾
部
に
行
く
に
従
っ
て
・
次
第
に
細
く
な
っ
て
い
て
、
田
県
色
素
紙

胞
は
一
般
に
限
、
背
都
及
び
尾
部
に
密
集
し
て
ゐ
る
o
卵
形
の

卵
黄
襲
は
助
の
下
か
ら
休
中
央
の
ニ
リ
後
方
に
あ
る
同
腸
に
向

っ
て
付
び
て
い
る
o
治
球
は
卵
資
袈
の
後
方
腹
側
部
に
あ
る
o

鮪
農
は
愈
領
し
て
い
る
o
背
鰭
酔
肢
は
頭
部
の
ぽ
后
か
ら
始
ま
り

腹
鰭
は
卵
賢
察
に
蹟
い
て
い
る
o
鰭
脱
出
と
慢
の
後
初
は
説
明
で

あ
る
o
稚
魚
の
内
耳
は
明
除
に
副
察
さ
れ
、
駒
鰭
は
非
常
に
大

台
、
い
。

脚
化
計
一
一
一
八
時
間
で
卯
茨
襲
は
奴
収
さ
れ
る
屑
大
経
小
さ
く

む
か
り
ほ
腸
は
直
管
と
な
っ
て
卵
箆
の
上
方
後
方
に
州
創
出
さ
れ

る
口
胸
鰭
は
非
常
に
大
き
く
な
り
毘
鰭
の
第
一
鰭
艇
は
融
別
出

来
る
様
に
な
る
o

脳
は
十
分
都
民
蓬
し
休
日
文
は
一
一
-
∞
居
留
と
な
ろ
口

摘

要

配
(
〕
P
宮
町
出
片
足
}
肉
片
山
岳
別
名
口
品
。
(
佑
の
一
一
開
U
F
M
H
0
7

Z

2
山口

m
g窓
口
白
何
回
)
の
卵
の
受
精
は
英
般
グ
ア
フ
リ
カ

1

ナ
d

読
の
船
上
で
人
工
的
に
行
ひ
卵
品
民
生
の
稚
魚
の
期
損
は
卿

化
后
二
日
牛
の
時
期
ま
で
行
っ
た
。

問

mgoZMm『
の
平
均
卵
径
は
H

・()臼日
E
B
で
抽
出
球
の
ほ
経



は
。
・
8
E
E
で
あ
る
。

知
町
山
雄
の
形
成
以
受
精
后
約
一
時
間
宇
で
起
る
o

凶
第
一
分
割
は
受
精
后
二
時
間
で
起
り
共
の
後
引
観
点
河
口
迅

速
に
褒
生
し
て
行
く
o

叫
第
五
分
割
期
ま
で
は
そ
の
鱈
過
は
規
則
的
な
順
序
で
あ

っ
て
、
第
五
分
割
以
後
は
卵
割
の
休
止
期
や
分
割
さ
れ
つ
L
あ

る
活
動
期
の
期
間
を
鋭
察
す
る
こ
と
は
六
ケ
致
い
0

四
川
受
精
后
二
コ
一
時
間
で
匝
鐙
の
楓
体
的
な
輪
廓
が
た
や
す

〈
識
別
さ
れ
る
o

間
限
は
陥
人
が
完
成
し
た
後
に
観
察
さ
れ
得
る
の
だ
が
、

>* 

そ
の
陥
入
は
原
口
の
閉
鎖
と
同
時
に
起
る
か
ら
、
原
口
の
閉
鎖

に
よ
っ
て
知
る
ご
と
が
出
来
る
。

附
四
五
時
間
で
主
廷
内
部
器
協
同
が
確
認
き
れ
る
。
心
臓
の

徴
か
な
膨
出
は
顕
の
頚
背
の
ち
ょ
う
ど
後
に
現
は
れ
る
o

仰
心
臓
は
四
八
時
間
後
に
鼓
動
を
始
め
、
体
の
常
勤
は
時

々
包
る
。

側
内
耳
と
胸
鰭
は
卿
化
一
間
前
に
明
瞭
に
な
る
o

間
稚
魚
は
受
精
後
約
六

0
時
間
で
頭
部
と
尾
部
の
力
強
い

運
動
で
卿
出
す
る
o

四
僻
化
後
稚
魚
の
平
均
休
長
は
凶
・
8
E
B
で
あ
る
。
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